










~(q" "，) = q， (35-"')， 







個人 lの限界代替率(marginalrate of substitution; MRS) 
a~ 








月n フベー"個人2の限界代替率 =MR8、=..'12 =一--.:.:L
動 竺空"- -q， 
dn， 










~(%，nl) = 25x(35 -10) = 25'， 
匂1(q"η，) = lx(35-24) = 1， 
包，(q"n，) = lx(25-24) = 1， 


































ここで• Um" = U(X"X，)を充足するような組み合わせ (XI'X，)を(X，o，xg)と表記する
と，











ここで， Gnmi > O，C2皿 i> O'Gnmi +C2nmi = 1である.
4宇沢(2003). 
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Y回 =F;X，' + p'x~ において YnmiJ九弓， XIO ， X~ を時間 t の関数と看倣して t について全
微分し，変形整理する，
d L， "n dP. _ dX，' "n dP， _ dX~ 
1・ー」旦=x，U，ーよ+P.. 一一土十 X~ 一一土+p， 回一:::..:L.i.e. 
dt 'dt 'dt "dt "dt" 
Y =; =X，' P，+F; x，'+x~ p，十P，X，.
dY._， dP. dP， .:n dX，' 
ここで Ynmi=ー-nml.pt=ー :..!.P2=ー:.:l.‘X，U=一一L
f'." dt ' 阿 dt' 開'dt"p"'dt
上式の両辺をY山手Oで割る
Y=; 1 一一=ー(X~ P，+F; X~)+ー(X~ p，十P， X~)
Y凹 Y剛
p'x，'.P. x，' . P，X~ ，p， X。=よムド+ー ム)+ム-L(-4+-L)，i.e.，
Ynmi 行 X1
U
f 1':岨 p， X~ 
^ ^ 八 八八 八八 八八























dU .:n dU .:n .:::..:::.-X 十一一一X~=o
dX， ' dX，ι 
。U ^ dU のの
一一:-"，0，一一"，0でとしてよいから，x，'=X~ =0で，
dX， 'dX， -" であるここで，
yO ^ yO 八
二ι=x，'=o‘ニL=X，=0 Xυι . X， 
2 
となる，さて，
ヘヘP.X.O ~~fl P.，X~ ~r ~ 



















































logQj =logA+logkj +logNj 
で，これを全微分して整理する;
づL叫=土日kf-1dk，+土白k，a lヱLdN，AdN，
OJ J K73J K72N32N3J 
=土白kα 'dk， 土日k，"~'k，土dN，+土dN，















WN， WN， dQ，N 
'N=ー:.:..L= ~:.2 =ーム >~j = (l-a)AN.aJ(α云













1 __> 1 一一白k~-'d丸=‘-=-dW--=-dP. 















Q; dP; dξ/ 
/P 
と変形され，先の計算結果を代入することで
dQ" / ~. dkj ，f1 ~.\ dN '4jl. a ';' +(1白)
σ 1うdQj= /Qj = 鳥 Nj















X14x;=tELEtys=ELxl(P1，Y) ~ ti'~ ~t1 P.阿
である.
同様にして第2財に対する需要関数は




L=tx;=tEz皇二，s)IXi = (l-~)Y ， X，(んY)











ηd，f一五壬玉 η 竺_P， 8X: 
H 弔問吋2 王町
として，需要の所得弾力性は，
dd" Y 8X， "'f Y 8X令
可，y - 玉~8Y ，1，y三五?E7
と定義される，但し，乙乙で，第1財，第2財はともに劣等財ではないと想定している.
乙乙で，当該の需要関数の形からして，需要の交差弾力性は
da P. 8X， d，f P.月Yー， =一:...LニニLzOJ1232 - Lー よーz
X，8p' X， 81'; 
ということになっている.そこで，






8X， _ 8X， _. ，8X， p， 8X， Y 
一':.'P， +ー':~ Y =(ー~ー土十一':~-7:-)X， = -Tf"X， + TflYX， = O，i.e.， 8P，".8Y '8p' X，θY X
2 
f ，~~ ~ '11 












1 dX， _ 1 8X， d1'; ， 1 8Xj dY -一一一一十一一-Xjdt X，8汽 dt 匂 Xj8Y dt 
一号 8X，1 d汽 .!: 8X， .! dY 





; x.:: p. ~^. y となることで，x.~一人p'~::l..Y~ーとおいている.
h 阿 X，且仰t汽 P"'Y
さて，均衡状態においては，Q， ~X， が成り立っているから，両辺を時間 t について対数微
分する.すると，
皇=亙=よEEEE=立dX，工旦=白血土互主
Q， x， XJ dF; dt XJ dF; F; dt QJ dF;弓dt
であるから，先の表記法を用いて
八八
XJ~ σJ F; 
ハ八八



























17一一目伺 庁」乙で， Ll ~ ( .:!!L +..:.L )(' 122 +..::L);t 0であると看倣して，





















('122 +竺L) ('11 +三L)ι
九=(<;=iム fL+CM1ム fL)す
八
=(<;剛一一二一一+C2nmi一一ι ー )Y1立十三L 12L+ヱム


















A 可t一 1l1Y ""l~ Y nmi = (l1 nmi 一二位ー+C2nmi~ー)Y
一山 ηlY十円 一山可2Y+σ2 
から
伺 竹 八 八
O く(<;醐ー 'I1Yー十 ~nmi 一二12Y ー)く 1 特 Ynmì く Y ，
可l'+σ '12Y十σ2
倒的^^ C1 nmi ー~ー十c2凹1 ー」江ー)=1特 Ynmi =Y， 
可l'十σ '12Y十σ2
例府〈八






















A 八 八 八
Y四 =Yならば.(1ートY"m;)y(k) = (1 + Y)Y(的であるから必要最低所得額以下の所得額し
か稼得し得ない個人数は現行のままである.
〈 八八 八
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